
５．学校教育でのCMI システム 

 

６章 日本語処理の可能な教育情報処理システム 

      ～教育情報処理システムとデータベース～ 

 

 日本語（漢字）処理が１９８０年頃から可能になり、これまでの CMI システムで教育

資料情報と実際の資料（教材、学習材、教育実践研究資料等）を合わせてデータベース化

が可能になった。（現在の教育リソースに近いデータベースが構成できた。） 

 その利用方法はCMIシステムと違い、映像、音声以外の資料がデータとして登録でき、

個に適した教材、学習プログラム、テキストブック等の提供が可能になった。またそれら

のデータは、フロッピーに移され、学校教育での利用が可能になった。（当時は通信が遅く、

フロッピー、MTテープ等を用いた提供が主であった。） 

 

 

 

 

 

 

  

1960 年代からのデジタル化の基礎研究をもとに、実用的な

教育リソースのシステムに発展した。 

（多様なデータベースへ発展した。） 



５．学校教育でのCMI システム 

2 

 

６．日本語処理の可能な教育情報処理システム 

６―１．教育情報処理システム（1980年～）～日本語（漢字処理）の利用～ 

６―２．教育情報の記録について 

６―３．メタデータの構成 

６―４．教育情報システムの出力例 

６―５．教育資料データベースの利用 
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６．日本語処理の可能な教育情報処理システム 

６―１．教育情報処理システム（1980年～）～日本語（漢字処理）の利用～ 

 項目ライブラリーとして、カナ・英数字で構築していた教育関係のデータベースが、1980

年頃になると漢字が利用できるようになり、教育資料（資源）の情報を管理するシステム

として教育情報システムの開発が1980年から始まり、一部教育実践での実用化が進んだ。

まだ映像・音声等のメディアの記録・保管は困難で、日本でもERICの教育リソース情報

データベースが開発された 1960 年代の状況になったと当時は受け止めた。その発展が、

1980年代の教育情報処理システムである。 

1960

年代 

教育実践の原記録の 

収集・保管 

教育実践の多様な資料を収集し、保管・分析が進む。 

（例 アメリカのプロトコール運動、教育事象の原記録や日本での教

育実践の総合的な記録・管理・授業改善の基礎研究） 

 
 

 

1970

年代 

CMI システムの開発 

Item Library 

Item Library と学習反応データファイルで構成される CMI システ

ムの開発が進む。とくに、データ解析パッケージの開発が進み、学習

反応データの分析や系列化処理等の研究が進んだ。 

 
 

 

 
実践用の CMI システム

の開発 

小学校用 CMI システム等の開発が進み、学籍、保健体育、生活状

況、教材の項目ライブラリー、反応データの収集、個人別指導資料、

教師活動の支援資料の提供等が進んだ。 

 
 

 

1980

年代 
教育情報処理システムの

開発（日本語処理） 

岐阜では CMI システムを発展させ、日本語（漢字）処理で教材から

教育研究文献まで多様な資料のデジタル保管が進み、メタデータ、

シソーラス、各種資料の提供、および学習指導方法での適用の研究

が進んだ。 

 
 

 

1995

年～ 

 

教育リソースデジタル 
アーカイブの開発 

(映像・音声・文字・図形等の

記録が可能になる) 

教育リソースの学校教育活動での提示・提供、課題の解決 

図6-1 教育資料のデジタル化の発展 

 

６―２．教育情報の記録について 

 教育研究・実践の基礎資料として教育研究文献資料、教育実践指導の資料、教育目標、カ

リキュラム、教授・学習・評価の諸資料、文献・教育シソーラス、学習の記録等を管理し、

検索および教育情報の流通が可能な教育情報データベース（文献データベース、教材デー

タベース、辞書データベース）を1981年頃から開発が進んだ。 

 また、当時の教育界では、個に適応した各種のカリキュラムの開発が進められ、学習資

料の整備をいかにするかが教育実践での課題となっていた。その一方で、毎年報告される
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多くの教育研究の文献資料について流通整備がされておらず、それらが有効活用されてい

ない状況であった。 

 これらの教育資料の流通について、いずれかの大学・研究機関で試行的に解決し、その

後全国的な関係者の協力を得て教育情報の流通を進め、教育研究・実践の活性化をはかる

必要があった。 

 １つの試行として、岐阜大学の教育情報データベースは、次に示すように教育研究に関

する文献資料、カリキュラム資料、教授・学習・評価に関する資料、教科の内容構造を記

録した辞書、学習者の反応記録等が管理・検索できるように構成した。 

 ①教育研究文献資料（教育実践研究資料含む） 

 ②教育実践指導の資料 

 ③教育目標関係の資料 

 ④カリキュラム関係の資料 

 ⑤教授・学習・評価の資料 

 ⑥文献・教育シソーラス 

 ⑦学習の記録 

 これらのデータベースで管理されている情報は、学習記録を除いて、研究協力小・中・

高等学校および教育研究機関・大学で電話回線の端末を使用して検索処理が可能となった。 

 

(１)教育情報処理システムの開発について 

 岐阜大学カリキュラム開発研究センターの教育情報処理システムの開発は、最初 1971

年（昭和 46 年）に小型電子計算機を設置し、学習分析用の処理システム：SIS-TEM 

Ⅰ(Study of Instructional System for Teaching、 Evaluation and Management 

Ⅰ)を構成した。その後 1975年に小型電子計算機2台を設置し、学習反応分析と教材管

理が可能なシステム（SIS-TEM Ⅱ）を構成した。その処理系は、学習反応データ処理と

項目ライブラリ（教材データベース）の開発を目的として、学習資料の管理、教授・学習

過程の分析、学習設計、処方学習、CMI、教材データベースを用いたCAI等を教育実践

研究で利用可能であった。 

 教育情報データベースは、1972 年より開発を始め、1976 年からは教材資料の管理検

索が可能な処理システム（SIS-TEM Ⅲ）として構成した。 

 1978年には、SIS-TEM Ⅲの教育情報処理システムを基礎モデルにして、教育現場に

設置・利用できる小学校用CMIシステムを開発し、実際にそれを用いて小学校で約800

名／年の学習に適用した。 

 1981 年には、岐阜大学カリキュラム開発研究センターに中型電子計算機を設置し、漢

字・図形処理機能をもつ教育情報データベースを構築した。（SIS-TEM Ⅳ）この教材デー

タベースの開発は、大学・研究機関と教育現場の長期間の共同研究で収集・整備を進めて

きた教育情報を用いて、カリキュラム開発、教材開発、教育評価、教育工学等の基礎資料

として教育リソースの利用ができるように構成した。 
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(２)教材データベースの利用 

 教材データベースを用いた処理は、カリキュラムの開発を中心として、学習指導計画、

教授項目の系列化処理、個別学習材の提供等の教師教育、また、CAI、CMI等の教育工学

などで広く利用されていた。 

 研究者・教師へ提供する各情報は、次の内容により検索ができた。 

 ・教育内容（教授・学習の目標、教授・学習内容等） 

 ・学習特性（学習傾向、関連する資料相互の学習傾向、誤りの傾向等） 

 ・資料の種類（提示方法、利用方法等） 

 教授・学習内容に関する資料の収集は、教師と研究者が共同して、カリキュラム開発、

教授・学習資料の作成、評価テスト、提示等に関する諸資料と教授方法を整備し登録を進

めている。また、それらの資料の一部について学習条件を決めて、授業の過程における学

習者の諸反応を分析し、資料の評価を収集していた。資料の評価は、教師・研究者がそれ

ぞれの立場から、授業の適否、児童・生徒の学習状況、カリキュラム等を分析して資料化

した。 

 これらの教材データベースに管理されているデータは教育実践研究情報として研究者・

教師が端末で検索できるようになっていた。 

 

(３)教育研究文献データベース 

 教育研究文献資料データベースEDMARS（Educational Document Management 

and Retrieval System：京都教育大学 西之園晴夫教授命名）は、教育・心理学、教育

工学、教科教育の各分野の学会誌、大学の研究紀要等で構築し、当時、約６万件を登録し、

検索が可能となった。 

 また、研究分野別に表題リスト集を出版し、全国の関係大学、研究機関、研究者に配布

し、利用に供するとともに、データベースの内容の訂正を依頼し、より正確な資料の構成

を進めた。 

 

(４)シソーラスの構成（辞書データベース） 

 教育研究文献、教材、カリキュラム資料等の管理・検索をするためのシソーラスは、各

分野で他大学の研究者との共同研究組織を構成し、用語の収集・相互関連の検討を行い、

辞書データベースの構築を進めていた。 

 

(５)教育情報データベースの構成 

 岐阜大学の教育情報データベースに記録されている内容は、大きく分類すると次の３種

類である。 

 ・教育研究文献データベース・教材データベース・学習反応データ 
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図6-2 教育情報処理システムの構成 

①教育実践の資料 

 教育現場で行われている各種の実践で課題の解決した事項、解決すべき問題点を、教育

研究・実践に利用できるように加工し、登録されていた。 

②カリキュラム開発資料 

 学習設計書、学習コース資料、教授・学習過程の資料の中には、多数のカリキュラムに

関する情報があり、これらの組織的な収集・整理を進めていた。教育現場と共同し、約10

年にわたり、学習プリント、学習指導設計書を作成し、その学習状況を記録した。これを

用いて、カリキュラム関係の資料を整理し、研究者、教師が必要に応じて検索することが

できた。 

③教授・学習・評価の資料 

 カリキュラム開発の基礎資料である教授・学習・評価に関する資料をデータベースに管

理し、それを用いて、個人学習資料、授業設計、CAI、CMIの学習コースの作成、形成的

評価、処方学習の資料として利用できるシステム構成であった。 

④学習反応の管理 

 各教材、学習コースに対する学習反応を記録し、それぞれの資料にデータ解析結果をつ

け、管理をした。（この学習反応データは、CMIとして、それぞれの端末のパソコンで管

理し、サブシステムとして用いる場合が多い。） 
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⑤教材データベース用辞書 

 カリキュラム開発において、資料を有効に利用するため、教科の教授・学習項目の構造、

用語間の関係、用語の教育的情報を辞書データベースとして管理した。各用語のもつ属性、

相互の関係、使用例など情報整備を進め、教材データベースに管理されている各種の資料

を、カリキュラム開発を目的とした検索に利用できるように辞書を開発した。 

 教材データベースの辞書は、教育研究文献用と同じデータベースを用いて、それぞれの

用語が相互に利用できるようになっていた。 

 教材、カリキュラム資料の中で、図、手書き等で、現在の電子計算機に記録が適してい

ないデータについては、マイクロフィルムで管理している。データベースには、各マイク

ロフィルム番号を記録し、必要に応じて検索コピーが可能であった。また、VTRテープ、

スライド等の提示資料については、資料番号をデータベースに登録し管理した。 

⑥データベースの出力処理 

 データベースを教育研究・実践に利用するため、次のような処理を準備した。 

・学習設計用の資料出力 

 教材データベースから学習目標に対応した学習資料を検索・出力する処理のほかに、教

材群から学習者の状態に応じて学習項目を配列する系列化処理、個別に学習資料を構成す

る処理などを開発し、一部は電話端末で利用できるようになっていた。ただ、学習コース

の設計については、今後の大きな研究課題であり、当時では、教師と計算機の対話をいか

に良くするかに重点をおいた処理系の発達を第1に進めていた。 

・文献資料の出力 

 文献データベースの検索機能のほかに、検索した資料の活用しやすいように各種の出力

処理を用意していた。 

 

(６)教材データベース 

 教材データベースは教育実践において、教育目標、カリキュラム、教授・学習で必要な

資料の管理をし、教師・研究者の利用目的に応じて検索または加工処理をするため、各教

科の資料を登録した。 

 登録されている資料の数は、教育目標：小・中・高等学校の各教科の学習目標、教授・

評価・学習資料（教科書関係含む）で構成した。 

 

処理機能 

 諸資料の管理システムの機能としては、次のような教育情報研究用の処理が可能であっ

た。 

（a）教材資料（漢字）の処理 

 教授・学習・評価、テスト等の資料は、日本語（漢字を用いた）で編集・管理し、その

出力は、教師、学習者に提供することができた。 

（b）日本語（漢字）で検索 

 資料の内容検索にあたって、教授者が漢字を使用して検索処理ができる。（当時はカナ・



５．学校教育でのCMI システム 

8 

 

英数字で検索） 

（c）電話端末で検索 

 学内・外から電話端末（漢字）で検索出力でき、端末のフロッピーに検索資料を記録管

理することもできた。（当時は、まだインターネットや光ケーブルもない時代である。） 

（d）図形処理 

 教授・学習材に用いる簡単な図形処理ができた。 

（e）写真・資料の検索（映像・音声の記録が困難なため外部で管理していた） 

 教授・学習・評価の資料、指導案等で計算機への入力が困難な写真、図などは、計算機

に結合されたマイクロフィルム検索装置で管理し、そのコピーを提供した。 

（f）提示資料の管理 

 VTRテープ、スライド、OHPシートなどの提示資料をデータベースに外部管理資料と

して番号をつけ記録できた。 

（g）資料相互の関連 

 授業の設計、学習評価、処方学習に利用する教授学習資料を教材データベースから検索

するとき、教育目標、学習指導計画、評価問題、誤りのパターンなどの諸資料を相互に関

連づけて管理しておき、検索できる。 

（h）学習指導計画用の処理 

 教師による資料の検索処理の外に学習内容、反応状況に応じて学習資料を学習に適した

順序に並べる系列化処理の機能をもたせた。 

（i）個別学習資料の提供 

 個の学習状態に応じた学習資料を構成し出力、提供していた。 

（j）CMI、CAIへの情報提供 

 CMI、CAI の学習プログラム作成のための教育資料の提供および教材データベースと

CAIの結合が可能になっていた。 

 

６―３．メタデータの構成 

 教育情報処理システムのメタデータは、基本的に CMI システムの発展として構成され

ていた。ただ、当時のコンピュータ処理の機能の関係で、検索処理の索引語1980年代初

期には、カナ・英数字のため、漢字表現とカナ・英数字の二重になっていた。また、デー

タの記憶容量の関係で、メタデータの各記録項目の長さ（記憶容量）が限定されていた。

また、データ（デジタルコンテンツ）も当初は、いかに記憶容量を有効的に利用するかが

課題であった、その後、記憶容量が多くなり、これらの制限はなくなった。 

教育情報処理システムのメタデータ例 

 ①資料番号（ID） 

 ②資料表題（タイトル） 

 ③教科 

 ④分野（教科等の分野）、属性（各資料の領域） 

 ⑤索引語（当初は漢字、カナ・英数字の二種類で構成） 
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 ⑥レベル（学習者に対応したレベルの記入） 

 ⑦内容（要約） 

 ⑧内容（データ、教材、授業案等の内容：のちに資料番号で統一） 

 ⑨関連資料 

 ⑩出典、作成者 

 ⑪登録者（要約の作成者と同一とした） 

 ⑫適用事項（権利等の関係、利用制限等：現状の権利） 

(A)提示資料（マイクロフィルム、音声テープ、ビデオテープ等の関連情報、外部制御装

置等の資料番号、関連データ等） 

(B)活用支援情報（資料の利活用に必要な情報の記録） 

このように現在のデジタルアーカイブ等のメタデータに近い項目で構成されていた。ただ、

提示資料、活用支援情報は、当時の取り扱いとして１つの課題であった。 

(A)提示資料 

 当時のコンピュータは、映像・音声等の記録・処理が困難なため、CMIシステムと同様

にコンピュータと結び、提示資料のコード番号で動く外部制御装置が設置されていた。ま

た、マイクロフィルムの場合はコピーし、資料の利用が可能であった。 

(B)活用支援情報（データ）…還元情報 

教材、評価問題等の誤りの傾向、各項目間のクロス関係（同時確率、条件確率）φ係数、

エントロピーなどのデータが、資料の活用支援情報（データ）として記録保管されていた。

これらのデータを用いて、教材、評価問題等の利用の手引き、カリキュラム資料が作成さ

れていた。また、資料間の構造化処理等もこれらのデータを用いて処理されていた。 

その後、文書の記述も進み、活用した結果についての記述データも記入されるようになっ

た。このように、現在のデジタルアーカイブの還元情報の基礎研究がすでに当時なされて

いた。 

 

６―４．教育情報システムの出力例 

出力例 

(a）教育目標 

 各教科の教育目標（学習目標）を指示すれば該当資料が検索できるように目標を次の例

のように管理している。目標は、文書表現されている場合が多いが、検索のとき文章で入

力指示することは困難である。このため、各目標をコード化し、その番号を各資料ファイ

ルに記録できるようにした。 

 各目標の記録項目は、具体的な内容と学年、教科、学習内容・行動のキーワード、目標

の解説等で構成していた。 
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図6-3 教育目標 

（b）カリキュラム資料、指導案 

 カリキュラム資料、学習指導案等の内容は、文章、表、図などで構成されている。これ

を全て現有の電子計算機に記録することは経済的でないため、文章、表、図等は計算機と

連結されたマイクロフィルム検索装置で管理した。 

 学習指導案は、単元名、授業内容、学習目標、授業形態、授業内容の難易度、学習指導

計画、授業で使用する提示物、マイクロフィルム番号などを記録・管理しました。 

（c）教授・学習・評価資料 

 授業で用いる資料について、各表題、内容、解説、学習内容、教育目標、学習レベル、

適用事項など、教師が活用するのに必要な情報を記録した。 

 

図6-4 カリキュラムの出力例 
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ア）教科書の用語 

教材データベースの中には、教科書における用語の使用状況が分析できるように、小学校

から高等学校までの教科書の文章・図等を記録し、必要に応じて検索できるようになって

いた。教科書は、小学校理科、中学校理科、高等学校理科Ⅰ、物理、化学、生物、地学、

数学等を記録し、検索が可能となっていた。出力例は、教科書の傾向についての定義文を

検索した出力である。この出力から、各教科書ではいかに定義しているか、また、その違

いを知ることができる。また、小・中・高等学校の全域から検索すれば、教科書から見た

学習の過程を調べることも可能であった。 

   

図6-5 理科教科書出力例        図6-6 算数教科書出力例 

イ）評価問題 

 評価問題の出力は、図の例に示す資料の記録項目のリストの外に、使用目的により各種

の出力リストを用意した。 

 たとえば、問題群を検索し、その中から望ましい問題を選び1枚（B4）の用紙にそのま

ま印刷できるような出力ができるようになっていた。したがって、1 人ひとりの能力特性

に応じて課題を提供するために、各学習者の特性を入力し、個別の学習資料も出力できた。

単なる評価内容を記録するのみでなく、児童・生徒の学習反応も同時に記録し、資料のよ

り有効な利用ができるようになっていた。 

 出力例に示すように評価問題では問題に対しての誤りの傾向が記録されていて、学習指

導上の視点も知ることができた。 

 また、関連した問題との同時確立、条件確率も記録されているので、問題の相互の関係

が検討できた。また、各問題には、索引語・学習目標等が記録されているため、学習内容、

学習行動目標からも資料検索が可能であった。 
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図6-7 評価問題出力例 

ウ）誤りのカテゴリー 

 記録内容は、出力例に示すように、誤りの内容を表題に記録し、コード番号を付けてい

た。各問題の誤りの内容（反応）は、ここで設定されたコード番号を用いて表示した。 

 誤りを直すための指導方法の解説、学習すべき関連課題などの資料は、必要に応じて教

師に提供できる。また、誤りに対する処方学習資料、およびテストがデータベースを用い

て構成できるようになっていた。 
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図6-8 誤りのカテゴリ出力例 

エ）提示資料 

 スライド、VTRテープ等の提示資料は、資料番号、学習内容、利用法、提示上の注意事

項等を管理し、検索できた。教材データベースには、各提示資料の番号とその提示内容の

説明、活用上の注意等の利用上の概要が教師に理解できるような情報を管理していた。 

 

図6-9 提示資料出力例 

オ）学習指導の技術資料 

 データベースの中には、教師が教育実践に利用できる学習指導方法の情報を管理してい
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た。出力例は、教師用の資料として毎日の言語の学習指導について参考となる情報の検索例

である。このような資料の流通が可能になり、教師教育の面における効果も期待できた。 

 

図6-10 学習指導の技術資料出力例 

カ）テキスト、学習プリント 

 テキスト、学習プリント等の学習資料を管理し、学習指導用資料の提供が可能であった。（電

子計算機で記録が困難な資料はマイクロフィルムで管理していた。） 

 

図6-11 テキスト、学習プリント出力例 

（d）教育実践指導のための資料 

 学習指導、生徒指導、学校管理、学級運営、教師教育等の教育実践指導に活用できる各種資

料を管理していた。このような主として教師教育についての情報は、各学校内で流通している

場合もあるが、一般に流通しないことが多くある。そのため、ここでは、教育実践研究、教員養

成等の広い領域の情報を管理し、利用目的に応じた検索活用を可能とした。 



５．学校教育でのCMI システム 

15 

 

 

図6-12 教育機器の利用（研修計画用）出力例 

 

６―５．教育資料データベースの利用 

 日本語（漢字）や簡単な図形のデジタル化の汎化が 1980年頃から進みだし、教育資料

のコンピュータ処理が可能になり、教育情報処理システムとしての教育リソースの利用が

始まった。教育情報処理システムとしての教育リソースの利用は、これまでの CMI シス

テムでの資料の利用の日本語（漢字）化と新しい資料の利用が始まった。 

① 教育実践研究資料の教師に提供 

② 個別に教材、学習材等の提供（漢字と簡単な図形を用いた） 

教育リソース・データベースを用いた具体的な個別学習の状況・学習歴に適応した

教材、学習材をパソコンを利用し提供が各教室で利用できるようになった。 

・個別学習の学習プリントの提供 

・パソコンを利用した学習者の希望する学習材の提供 

・夏休みの学習課題の学習状態に応じた学習プリントの提供 

・主体的な学びの教材・学習材の個別の提供 

③ 学習活動での教育リソース・データベースの利用 

教育情報処理システムから授業に利用する教材データベースを抽出し、フロッピー

に記録し、教室での利用が進みだした。（当時は、データ通信が遅く、授業での各学

習者が利用することが困難であった。） 
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［教育リソースの教育実践での利用］ 

 

 
(1992年、後藤) 

図6-13 パソコンの利用と教育リソース 

 このような利用が進みだし、主体的な学びの支援やOECDの個別学習の自動化のレベ

ル１、２に適用できる情報提供が可能になりだした。 

 ただし、映像・音声等のメディアのデータベース化や通信速度が遅く、まだ広く教育実

践での利用は困難であった。 

 

教育リソース 

フロッピーディスク 


